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７
月
１０
日
投
開
票
で
た
た
か
わ
れ
た
参
議
院
選

挙
を
、
私
た
ち
は
「
戦
争
か
平
和
か
」
と
い
う
日
本

の
国
の
在
り
方
を
問
う
選
挙
と
位
置
付
け
て
た
た
か

い
ま
し
た
。 

結
果
は
極
め
て
厳
し
い
も
の
と
な
り
、
自
民
・
公

明
・
維
新
・
国
民
民
主
の
４
党
が
１
７
７
議
席
を
獲

得
し
、
改
憲
勢
力
が
参
議
院
の
議
員
定
数
２
４
８
の

２/

３
（
１
６
６
）
を
超
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

 

岸
田
首
相
は
さ
っ
そ
く
１０
日
の
夜
に
は
「
国
会

で
憲
法
論
議
を
深
め
て
発
議
で
き
る
案
を
ま
と
め
る

努
力
に
集
中
し
た
い
。
中
身
に
お
い
て
３
分
の
２
を

集
約
で
き
る
よ
う
に
努
力
す
る
」
、
自
民
党
茂
木
幹

事
長
も
「
で
き
る
だ
け
早
い
タ
イ
ミ
ン
グ
に
尽
き

る
」
と
発
言
。 

維
新
の
松
井
代
表
ら
は
選
挙
中
か
ら
「
参
議
院
で

３
分
の
２
の
発
議
勢
力
が
整
え
ば
来
年
春
、
統
一
地

方
選
挙
に
合
わ
せ
る
べ
き
だ
」
「
自
民
党
を
ピ
リ
ッ

と
さ
せ
る
」
な
ど
と
い
う
発
言
を
行
う
な
ど
、
自
公

政
権
を
煽
っ
て
い
ま
す
。 

さ
ら
に
１１
日
の
記
者
会
見
で
岸
田
首
相
は
「
憲
法
改
正
の
議
論
を
し
っ
か
り

進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
３
分
の
２
の
賛
成
を
結

集
し
、
で
き
る
限
り
早
く
発
議
に
至
る
と
り
く
み
を
進
め
る
」
と
、
早
期
の
改

憲
発
議
へ
の
意
欲
を
示
す
な
ど
、
一
気
に
改
憲
に
向
け
て
の
動
き
を
進
め
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。 

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
の
危
機
に
乗
じ
た
上
に
、
７
月
８
日
に
起

こ
っ
た
安
倍
元
首
相
の
銃
撃
殺
害
事
件
ま
で
も
利
用
し
て
「
有
事
の
政
権
運

営
」
な
ど
と
危
機
感
を
煽
り
、
あ
か
ら
さ
ま
に
安
倍
政
治
を
継
承
す
る
姿
勢
を

示
し
た
岸
田
首
相
は
、
２
０
２
５
年
ま
で
国
政
選
挙
の
な
い
「
黄
金
の
３
年

間
」
に
、
国
家
を
守
る
た
め
に
は
国
民
の
く
ら
し
、
命
ま
で
も
犠
牲
に
す
る
こ

と
を
厭
わ
な
い
米
国
追
従
、
軍
需
産
業
・
大
企
業
優
遇
の
大
軍
拡
政
治
を
進
め
、

「
戦
争
す
る
国
」
づ
く
り
を
合
法
化
す
る
た
め
の
改
憲
を
し
よ
う
と
す
る
執
念

を
表
し
て
い
ま
す
。
断
じ
て
許
す
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。 

さ
て
、
今
回
の
選
挙
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
出
口
調
査
を
見
る
と
、
投
票
先

を
決
め
る
際
に
最
近
の
物
価
高
を
考
慮
し
た
か
と
い
う
質
問
に
対
し
、
「
考
慮

し
た
」
と
い
う
答
え
が
全
体
で
67
・
２
％
に
上
っ
た
と
さ
れ
て
お
り
、
公
示
後

の
世
論
調
査
で
は
物
価
高
に
つ
い
て
「
首
相
対
応
が
不
十
分
」
と
す
る
回
答
が

79
・
８
％
も
有
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
落
を
決
す
る
と
言
わ
れ
る
「
無
党

派
層
」
の
投
票
先
も
自
民
党
が
21
・
９
％
と
最
も
多
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。 

こ
の
こ
と
か
ら
も
残
念
な
が
ら
、
野
党
が
候
補
者
を
一
本
化
す
る
こ
と
が
十

分
に
で
き
ず
、
政
策
的
な
訴
え
を
国
民
に
伝
え
き
れ
な
か
っ
た
と
い
う
点
を
率

直
に
認
め
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。 

し
か
し
、
そ
の
様
な
中
に
あ
っ
て
も
、
沖
縄
選
挙
区
（
改
選
数
１
）
で
は
、

自
公
政
権
が
強
引
に
工
事
を
行
っ
て
い
る
辺
野
古
新
基
地
建
設
反
対
を
掲
げ
る

「
オ
ー
ル
沖
縄
」
の
候
補
者
伊
波
洋
一
さ
ん
が
見
事
に
再
選
を
勝
ち
取
り
ま
し

た
。 沖

縄
は
一
人
当
た
り
の
県
民
所
得
は
全
国
の
７
割
に
止
ま
り
、
子
ど
も
の
貧

困
率
は
全
国
の
倍
と
高
く
な
っ
て
い
る
な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
打
撃
も
相
ま

っ
て
極
め
て
厳
し
い
経
済
情
勢
に
あ
り
、
合
わ
せ
て
米
中
対
立
の
中
で
最
前
線

に
位
置
す
る
と
い
う
危
機
を
身
近
に
感
じ
る
現
状
に
あ
り
ま
す
。 

自
公
政
権
は
こ
れ
を
逆
手
に
と
っ
て
、
あ
え
て
今
回
初
め
て
基
地
建
設
を
明

確
に
容
認
、
日
米
同
盟
の
強
化
、
憲
法
改
正
に
賛
成
す
る
候
補
を
立
て
、
自
公

政
権
丸
抱
え
の
選
挙
を
行
い
、
岸
田
首
相
や
菅
前
首
相
、
茂
木
自
民
党
幹
事
長

な
ど
党
幹
部
や
閣
僚
を
連
日
沖
縄
入
り
さ
せ
、
党
ス
タ
ッ
フ
を
数
十
人
規
模
で

派
遣
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
企
業
訪
問
を
繰
り
返
し
て
支
持
拡
大
を
行
い
ま
し

た
が
敗
れ
ま
し
た
。 

こ
の
事
実
が
示
す
の
は
、「
辺
野
古
新
基
地
建
設
反
対
」「
沖
縄
を
二
度
と
戦

場
に
は
さ
せ
な
い
」
と
、
決
し
て
諦
め
な
い
沖
縄
県
民
の
「
民
意
」
は
揺
る
ぎ

な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
「
基
地
と
県
民
の
生
活
、
経
済
は
決
し
て
両
立
し

な
い
」
「
米
軍
基
地
が
沖
縄
振
興
・
経
済
発
展
に
と
っ
て
の
最
大
の
阻
害
要
因

で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。 

８
日
の
事
件
に
つ
い
て
、
岸
田
首
相
な
ど
も
「
言
論
の
自
由
を
封
殺
す
る
」

「
民
主
主
義
に
対
す
る
攻
撃
」
と
言
っ
て
非
難
し
ま
し
た
。 

な
ら
ば
、
キ
ャ
ン
プ
シ
ュ
ワ
ブ
の
ゲ
ー
ト
前
で
非
暴
力
の
抗
議
を
続
け
る
人

達
を
機
動
隊
に
力
ず
く
で
排
除
さ
せ
た
り
せ
ず
、
「
基
地
の
な
い
平
和
な
沖

縄
」
を
願
う
沖
縄
県
民
の
「
民
意
」
に
誠
実

に
応
え
る
こ
と
こ
そ
が
民
主
主
義
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
？ 

９
月
の
沖
縄
県
知
事
選
挙
に
お
い
て
玉
城

知
事
の
再
選
を
勝
ち
取
り
、「
平
和
で
誇
り

あ
る
豊
か
な
沖
縄
」
実
現
に
向
け
て
、
私
た

ち
安
保
破
棄
大
阪
実
行
委
員
会
も
全
国
の
人

た
ち
と
共
に
た
た
か
い
ま
す
。 

共
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。 
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大阪安保夏の事業活動「千歳のとうきび」ご注文受付開

始しました。９月中旬まで取り組む予定です。 

 ご注文は、注文する人と送付先の、住所、氏名、電話番

号、お届け希望日時、注文数をファックスかメールで、大

阪安保まで送って下さい。 

※配達希望日は8月１日以降でお願いします。 

 

１０本入り：２，８００円 
２０本入り：３，９００円 

３０本入り：５，４００円 

（送料込み） 

※要追加送料の地域あり 
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参
議
院
選
挙
が
終
わ
り
、
今
後

に
向
け
て
の
総
括
の
最
中
で
は
あ

る
で
し
ょ
う
が
、
次
の
大
き
な
た

た
か
い
が
間
近
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

沖
縄
県
知
事
選
挙
が
８
月
25

日
告
示
、
９
月
１１
日
投
開
票
で

行
わ
れ
ま
す
。 

 

今
年
は
、
沖
縄
の
施
政
権
が
日

本
に
返
還
さ
れ
て
50
年
の
年
で

す
。
し
か
し
、
50
年
た
っ
た
今

で
も
、
沖
縄
に
は
、
在
日
米
軍
専

用
施
設
の
７
割
以
上
が
集
中
し
、

県
民
の
命
と
生
活
を
脅
か
し
、
経

済
的
に
も
最
大
の
阻
害
要
因
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

 

ま
さ
に
、
日
米
安
保
条
約
の
害

悪
が
集
中
し
て
い
る
の
が
沖
縄
で

す
。
そ
の
沖
縄
で
、
こ
れ
以
上
の

米
軍
基
地
強
化
を
許
さ
ず
、
平
和
で
誇
り
あ
る
豊
か
な
沖
縄
を
求
め
る
県
民
の

声
を
代
表
す
る
県
政
を
継
続
さ
せ
る
こ
と
は
、
日
本
の
平
和
を
守
り
、
安
保
廃

棄
へ
向
け
て
い
く
た
め
に
も
不
可
欠
で
す
。 

 

オ
ー
ル
沖
縄
・
玉
城
デ
ニ
ー
現
知
事
の
勝
利
の
た
め
に
、
安
保
破
棄
大
阪
実

行
委
員
会
と
し
て
も
全
力
で
支
援
し
て
い
き
ま
す
。
現
地
で
の
活
動
も
組
織
し

て
い
く
予
定
で
す
。 

 

つ
き
ま
し
て
は
、
選
挙
活
動
の
支
援
の
た
め
に
、
カ
ン
パ
へ
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
カ
ン
パ
袋
を
作
成
し
て
い
ま
す
の
で
、
活
用
し
て
い
た
だ
け
る

方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
必
要
枚
数
を
送
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

(

カ
ン
パ
の
振
込
先) 

〇
郵
便
振
替:

口
座
番
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０
０
９
８
０
‐
４
‐
２
２
１
６
７ 

加
入
者
名 

安
保
破
棄
大
阪
実
行
委
員
会 

〇
銀
行
振
込
：
三
井
住
友
銀
行
玉
造
支
店 

 

(

普)

口
座
番
号 

６
５
９
３
２
５
５ 

名
義 

安
保
破
棄
・
諸
要
求
貫
徹
大
阪
実
行
委
員
会 

 

７
月
２３
日(

土)

の
１４
時
か
ら
「
沖
縄
県
知
事
選
挙
必
勝
！
大
阪
決
起
集
会

を
行
い
ま
す
。
是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 

 諸団体の取り組み、当面の予定など 
 
7月 
 

20日(水) 大阪安保常任幹事会 10:00～  

22日(金) 大阪安保 23定例宣伝行動 12:00～  淀屋橋 

23日(土) 「沖縄県知事選挙必勝！大阪決起集会」  

14:00～ 国労大阪会館・3階中会議室 

27日(水) 近畿安保合同会議 14:00～ 

 

8月 
4日(木) 原水爆禁止世界大会（～6日）  広島 

17日(水) 大阪安保常任幹事会 10:00～ 

20日(土) うたごえ協議会・沖縄本土復帰 50年企画・ 

第 5次うたごえ沖縄行動（～22日） 

23日(火) 大阪安保 23定例宣伝行動 12:00～  淀屋橋 

25日(木) 沖縄県知事選挙 告示(9月 11日投開票) 

6月の安保破棄大阪実行委員会 23定例宣伝行動を 6月 21日の昼 12時からいつも

と同じく大阪市庁舎近くの淀屋橋で行いました。今回で通算 404回目の 23行動とな

ります。 

宣伝開始前には小ぶりとなっていた雨が勢いを増す中、ビラの配布などはあきら

め、プラスターなどをもってのスタンディングと弁士による訴えを中心とした宣伝行

動としました。 

弁士は、大阪憲法会議、大阪労連、大阪

原水協、大阪母親大会連絡会からそれぞれ

出していただきました。 

この日から開催されている、核兵器禁止

条約締約国会議について触れるなど、激し

い雨の中でしたが、力強く訴えかけまし

た。 

 次回の宣伝行動は、7月 22日(金)の 12時

から、淀屋橋で行う予定です。 

 

 

 

 

沖縄県知事選挙勝利のためのカンパにご協力ください！ 

 

〇日時： 7月 23日（土）午後２時から４時 

〇会場：国労大阪会館3階中会議室 
〇沖縄連帯の歌演奏：大阪うたごえ協議会 

 

〇報告：瀬長 和男 さん（沖縄県統一連事務局長） 

     上野  郁子 さん（名護市平和委員会事務局長） 

※ご報告いただくお二人の方とは、沖縄からオンラインでつない

でお話していただきます。 

 


